
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．貧血，出血傾向，ショック状態など様々な症状について理解する。
２．様々な症状をもつ患者にはどのような特徴があるのかを理解する。
３．様々な症状が患者の生活にどのような影響を与えているかを理解する。
４．様々な症状をもつ患者の援助について理解する。
５．各種の治療・処置に関してその目的と意義を理解する。
６．各種の治療・処置の特徴について学ぶ。
７．それぞれの治療・処置が生活に及ぼす影響について学ぶ。
８．それぞれの治療・処置の効果を高めるための援助を学ぶ。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．貧血のある患者の看護
２．出血傾向のある患者の看護
３．ショック状態の患者の看護
４．咳嗽・喀痰のある患者の
５．呼吸困難のある患者の看護
６．悪心・嘔吐のある患者の看護
７．嚥下困難のある患者の看護
８．排尿障害のある患者の看護
９．排便障害のある患者の看護
10．黄疸のある患者の看護
11．脱水のある患者の看護
12．浮腫のある患者の看護
13．発熱のある患者の看護
14．痛みのある患者の看護
15．感覚障害のある患者の看護
16．意識障害のある患者の看護
17．不安・抑うつのある患者の看護
18．安静療法を受ける患者の看護
19．食事療法を受ける患者の看護
20．薬物療法を受ける患者の看護
21．輸液療法を受ける患者の看護
22．放射線療法を受ける患者の看護
23．手術療法を受ける患者の看護
24．精神療法を受ける患者の看護
25．検査を受ける患者の看護
25．救急処置を受ける患者の看護

【テキスト／参考文献】

看護学入門７　基礎看護：臨床看護概論　（メヂカルフレンド社）
看護学入門７　特論：治療法概説　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 臨床看護概論Ⅱ

時間 35時間 開講時期 2年次（後期）


